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概   要   書 

水系名 広川水系 級種 二級 都道府県 和歌山県 

関係市町村 広川町、湯浅町 

河川概要 

流域面積 52.5km2 流路延長 18.7km 

源流標高 白馬山脈（標高 664.5m） 基準地点川幅 約 30m 

・流域は 2町におよぶ。流域内人口は広川町、湯浅町共に減少傾向である。 

・地形はかなり急峻で、梅雨前線等の影響を受けやすく、台風の通過路にも当たるので降雨量が多い。年総雨量は 2,000mm に達し、その大部分が梅雨期及び台風期に集中している。 

・流域内の産業は農業が中心であり、下流域は水稲、柑橘類等の栽培が盛んで、川はこれらの灌漑用水源として古くから利用されている。 

・広川上流部は深い渓谷とダム周辺の桜、ホタルが乱舞する川として有名であり、広川河口部では、保全グループによる鮎の放流が行われるなど、飲水や水田、畑にも使用され生活の基盤となっ

ている。

工事実施基本計画 計画規模 － 基本高水 － 計画高水 － 

河川整備基本方針 計画規模 1/70 基本高水 650m3/s 計画高水 470m /s 

河川整備計画(案) 目標規模 － 
基本高水 

計画高水 
－ 河道流量 

目標 － 

現況 － 

既往最大流量(S28.7) 規模 1/70 流量 635m3/s（痕跡水位からの推算値） 

河川整備計画 

主な内容(予定) 

事業名 内     容 進捗率 

未定 － － 

既設ダム及び堰、放水路 広川ダム（治水、利水ダム） 

正常流量 
広川水系の既得水利権は、許可水利として農業用水、水道用水、慣行水利として農業用水がある。流水の正常な機能を維持するために必要な流量は、今後、慣行水利の取水実態等を明らかとし、

動植物の生息・生育、景観等の観点から総合的に検討し、その確保に努めるものとする。 

名勝地、景勝地等 熊野古道（紀伊路）、広川ダムの桜 

生息する貴重種 魚類：ドジョウ（DD、NT）、ギギ(NT、NT)、アカザ(VU、VU)、ドンコ（NT）、シロウオ(VU、VU)、ルリヨシノボリ(NT、NT)、オオヨシ
ノボリ（NT、NT)、シマヒレヨシノボリ(NT、SI) 

底生生物：ミヤコドリガイ(NT、NT)、ウミニナ(NT、NT)、フトヘナタリガイ(NT、NT)、ヘナタリガイ(NT、NT)、シラギクガイ(NT、NT)、
ウネナシトマヤガイ(NT)、チゴイワガニ(NT)、オサガ二(NT)、ヒメヤマトオサガニ(NT)、ハクセンシオマネキ(VU、NT)、
ハマガニ(NT)、ヒメアシハラガニ(NT)、ユビアカベンケイガ二(NT)、トゲアシヒライソガニモドキ(NT)、ヒメヒライソガ
ニ(NT)、タイワンヒライソモドキ(NT) 

鳥類：ミサゴ（NT、ランク 2、NT）、ノスリ（ランク 3）、ハヤブサ（VU、ランク 3、VU）、オオバン（ランク 3）、イソシギ（ランク 2）、 
ウミネコ（ランク 4）、ホトトギス（ランク 3）、カワセミ（ランク 3）、アオゲラ（ランク 3）、ビンズイ（ランク 4）、カワガラ
ス（ランク 2）、ミソサザイ（ランク 3）、ルリビタキ（ランク 3）、トラツグミ（ランク 2）、クロツグミ（ランク 3）、アカハラ
（ランク 3）、キビタキ（ランク 3）、オオルリ（ランク 3）、アオジ（ランク 3） 

植物：コギシギシ（VU）、カワヂシャ(NT、NT)、ハマオモト（EN)、タカサゴシダ（NT），キイセンニンソウ（NT），コショウノキ（NT），
スズコウジュ（VU），ゴマノハグサ（VU、CR），オナミエシ（NT），アキノハハコグサ（EN、NT） 

注）下線なし：環境省レッドリスト、波線：近畿地区レッドデータブック、二重線：海岸ベントスのレッドデータブック、 
下線：和歌山県レッドデータブック 

河川環境の整備と保全の

ポイント 

■下流域：・河口域のヨシ原・干潟環境、ならびにシロウオ産卵環境を保全、創出する。 

     ・シロウオ遡上・産卵期（2月末～4月末）における濁水の防止に努める。 

     ・シロウオ、イドミミズハゼ等の湧水を好む魚類に配慮し、伏流水の水脈を維持する。 

     ・河岸の階段工整備などの親水整備により、シロウオ祭り等の地元主体のシロウオ保全活動を支援する。 

     ・アユの降下と遡上のための連続性を確保する。 

■中流域：・河川工事に伴う濁水の発生、流入を防止する。 

・緩勾配な水際地形、エコトーンを創出する。 

     ・鳥類の採餌、休憩の場所として利用される河道内樹林、河原の草本群落を保全する。

     ・魚類の移動を妨げないように連続性の確保、復元に努める。

・巨石、大礫を河道に残して、多様な流れと生息場を保全する。

・河床の保全、親水整備等により、地元主体のホタル保全活動を推進・支援する。

■ダム下上流域：・鳥類の採餌、休憩の場所として利用される流水部周辺の河畔林、河原の草本群落を保全する。 

・魚類の移動を妨げないように連続性の確保、復元に努める。

・巨石、大礫を河道に残して、多様な流れと生息場を保全する。

・河床の保全、親水整備等により、地元主体のホタル保全活動を推進・支援する。

■ダム湖：・ブルーギルなどの外来種の増加抑制、水質悪化の防止に努める。 

■ダム上山間地：・周辺の河畔林、河原の草本群落を保全し、河川と周辺との連続性を保全する 

     ・河床の保全、親水整備等により、地元主体のホタル保全活動を推進・支援する。

     ・巨石、大礫を河道に残して、多様な流れと生息場を保全する。 































































河川区分検討シート ②－Ｃ
広川水系

←下流 上流→
-0.2 0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 km

右
岸

→ → →

左
岸

↑ ↑

類型指定 ○新広橋　類型指定なし（有田川の環境基準（河川類型Ａ：BOD　2mg/l）に対して下回る）
BOD

右岸

左岸 公共
施設

右岸

左岸

感潮区間 緩やかな蛇行区間

5m-25m

山地
（果樹園が広がってい

る）

果
樹
園

宅地と農地が混在

15m-30m

宅地と
農地が
混在

Seg.1

扇状地・谷底平野自然堤防帯

農地（田・果樹園）

農地

●圓光寺

林
地

●河瀬王
子社跡

距離標

略

図

植
物

動
物

●イソシギ

勾配

　　　（水面幅） 45m-70m 10m-55m

河
川
特
性

宅地と農地が混在

山地
（果樹園が広がってい

る）

河川区分

（重要種等）

貴重動物等

宅地

底生動物

●能仁寺

社
会
環
境

自
然
環
境

水
環
境
・
水
利
用

周辺地形

セグメント

河床材料

河道状況

川幅（河道幅）

（重要種等）

植生

取排水

中流域下流域

●カワセミ，ビンズイ

●カルガモ，ホオジロ，サギ類

●ゲートボール場

土地利用
法規則 宅地 農地（主に果樹園）

宅地 農地（主に果樹園）

河道改修

魚介類

水質

水量

●
 ドジョウ，ギギ，
ルリヨシノボリ，
シマヒレヨシノボリ

●シロウオ
●イドミミ
ズハゼ

●
 コイ，オイカワ，カワムツ，
アユ，カワヨシノボリ，

シマヨシノボリ，ゲンゴロウブナ

観光・景勝地等

●オカヨシガモ，ヒドリガモ，カルガ
モ，イソヒヨドリ，サギ類

農地・
荒地

鳥類、爬虫類
両生類、昆虫等

（重要種等）

河川利用

宅地と農地が混在

●カワヂシャ

○名島観測所　0.271m3/s（近年10カ年平均平水流量（平成16～17，平成19年～平成26年））

地域住民の活動等

○新広橋　1.5mg/l　（近年8カ年平均（平成19年～平成26年））

●
オイカワ，カワムツ，アユ，カワ
アナゴ，ゴクラクハゼ，スミウキ
ゴリ，シマヨシノボリ，チチブ，ミ

Seg.2-1

礫砂利～礫

70m-80m 22m-55m

●シロウオ祭り（3月）

●
フタバコカゲロウ，ギンヤ
ンマ，シオカラトンボ，ハ
ダカユスリカ屬　など

●
ミヤコドリガイ，フトヘナタ
リガイ，ハクセンシオマネ
キ，ヒメヒライソモドキ　等

●
カノコガイ，ホトトギスガ
イ，ハバヒロコツブムシ，ス

ジエビモドキ　等

●カワヂシャ●ハマオモト ●カワヂシャ ●コギシギシ

●
ボラ，
ヒナハゼ，
タネハゼ，

湯
浅
御
坊
道
路

広
橋

広
中
橋

新
広
橋

源
五
郎
井
堰

紀
勢
本
線

名
島
橋

柳
瀬
橋

井
前
堰

柳
瀬
堰

殿
井
橋

井
関
大
橋

井
関
橋

大
滝
橋

大
滝
頭
首
工

河
瀬
橋

下
井
堰

大
井
頭
首
工

新
柳
瀬
橋

段
井
堰

支
川

御
所
野
井
堰

支
川

柳
瀬
川 支

川

津兼池 三船池

支
川

ヨシ

ヤナギタデ

ツルヨシ

アラカシ エノキ・竹林 常緑広葉樹林

ツルヨシ

常緑広葉樹・竹林・メダケ

な
ぎ
大
橋

ツルヨシ ツルヨシ・ススキ・セイタカヨシ

【構造物凡例】

橋

(

可
動)

(

固
定)

床
固
め

鉄
道

堰
・
頭
首

広川町 人口7300人

源五郎井堰 下井堰

柳瀬川

井前堰

大井頭首工

柳井堰

支川

殿井堰

支川

御所野井堰 大滝頭首工

支川 支川

湯
浅
御
坊
道
路
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河川区分検討シート ②－Ｃ
広川水系

←下流 上流→
## 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 km

右
岸

→ → →

左
岸

↑ ↑ ↑

類型指定

BOD

右岸

左岸

右岸
左岸

地域住民の活動等 ●ゲンジボタル保全および鑑賞

　　　（水面幅） 5m-25m 5m-25m

観光・景勝地等

（重要種等）

底生動物

（重要種等）

宅地と農地が混在

河川区分

河川利用

中流域

社
会
環
境

●河瀬王子社跡

山地 宅地と農地が混在

山地 宅地と農地が混在 山地

土地利用
法規則

宅地と農地が混在

貴重動物等

山地
（果樹園が広
がっている）

宅地と農地が混在 山地

（重要種等）

植生

鳥類、爬虫類
両生類、昆虫等

川幅（河道幅）

河道改修

自
然
環
境

水
環
境
・
水
利
用

水量

水質

取排水

動
物

魚介類

植
物

セグメント Seg.1

河床材料 礫

河道状況 緩やかな蛇行区間

勾配

15m-30m 20m-30m

直線と蛇行の連続区間

10m-20m

距離標

略

図

河
川
特
性

周辺地形 扇状地・谷底平野

大
滝

大
滝
頭
首
工

河
瀬
橋

畑
垣
内
頭
首
工

富
士
橋

参
宮
橋

井
殿
橋

井
段
井
堰

御
所
野
井
堰

支
川

支
川

串
子
谷
川
妙
見
橋

今
井
井
堰

下
津
木
橋

江
垣
内
井
堰

沼
田
橋

庚
申
井
堰

支
川
支
川

支
川

大正池

ツルヨシ

竹林・メダケ 常緑・落葉広葉樹林

湯
浅
御
坊
道

ツルヨシ・ススキ・セイタカヨシ 竹林・メダケ

広川町 人口7300人

御所野井堰 大滝頭首工

支川

畑垣内頭首工

支川

井段井堰

串子谷川

今井井堰 江垣内井堰

庚申井堰

【構造物凡例】

橋

(

可
動)

(

固
定)

床
固
め

鉄
道

堰
・
頭
首
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河川区分検討シート ②－Ｃ
広川水系

←下流 上流→
9 9.0 9.5 10.0 10.5 11.0 11.5 12.0 13 km

→

↑ ↑

類型指定

BOD

右岸

左岸

右岸
左岸

● ● ●ゲンジボタル保全および鑑賞 ●ゲンジボタル保全および鑑賞

勾配

　　　（水面幅） 5m-15m

河川区分

観光・景勝地等 ●津木中学校

河川利用

地域住民の活動等

山地社
会
環
境

土地利用
法規則

山地 農地 山地

●津木小学校

宅地と農地が混在 山地 宅地と農地が混在

（重要種等）

動
物

魚介類

（重要種等）

底生動物

（重要種等）

鳥類、爬虫類
両生類、昆虫等

（重要種等）

谷底平野・扇状地 山間地

Seg.1

自
然
環
境

水
環
境
・
水
利
用

水量

水質

取排水

植
物

植生

河道改修

距離標

略

図

河
川
特
性

周辺地形

河道状況

川幅（河道幅）

セグメント

河床材料

ダム下上流域中流域

直線と蛇行の連続区間

10m-20m

山地

宅地と農地が混在

●
サギ類，ホオジ

ロ

●
ハヤブサ，カワガラス，アオジ

●
カワセミ

●
カルガモ，ホオジロ，カケス，ヤマガラ，シジュウ

カラ

●
オイカワ，カワムツ，
アユ，カワヨシノボリ　等

●
ギギ，アカザ，ドンコ，ルリヨ
シノボリ，オオヨシノボリ　等

●
ナミコガタシマトビケラ，アシ
マダラブユ属，ヤマトカワゲ
ラ，ヒラテテナガエビ　等

Seg.M

礫 巨石、大礫と露岩

新
塚
野
原
橋

塚
之
原
橋

新
寺
杣
橋

支
川

寺
杣
大
橋

塚
野
原
井
堰

権
蔵
頭
首
工

公
門
原
橋

堰

田
長
ヶ
瀬
頭
首
工

下
垣
内
橋

畠
頭
首
工

中
村
川

タ
キ
ノ
頭
首
工

落
合
新
橋

滝
山
橋

竹林・メダケ メダケ ススキ・ツルヨシ・ジュズダマ ススキ・メダケ

右
岸

左
岸

沼
田
橋

庚
申
井
堰

常緑・落葉広葉樹林 常緑・落葉広葉樹林 常緑・落葉広葉樹林 常緑・落葉広葉樹林・スギ・ヒノキ植林

ススキ・ヤナギタデ ススキ

広川町 人口7300人

庚申井堰

支川 塚野原井堰

権蔵頭首

田長ヶ瀬頭首

畠頭首工

中村川

イ
ゼ
ノ
井
堰

イゼノ井堰

室川

タキノ頭首工

室
川

【構造物凡例】

橋

(

可
動)

(

固
定)

床
固
め

鉄
道

堰
・
頭
首
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河川区分検討シート ②－Ｃ
広川水系

←下流 上流→
12.0 13 13.0 14 14.0 15 15.0 km

↑ ↑

類型指定

BOD

右岸

左岸

●滝原温泉ほたるの湯 ●滝原ふるさとふれあい公園

右岸
左岸

●ゲンジボタル保全および鑑賞
ダム湖

宅地・
農地が
混在

花見

農地 山地

（重要種等）

鳥類、爬虫類
両生類、昆虫等

勾配

　　　（水面幅） 5m-15m 30m-90m

河道状況

●キビタキ

距離標

略

図

水量

取排水

魚介類

河
川
特
性

自
然
環
境

川幅（河道幅）

●ハヤブサ，カワガラス，アオ
ジ

●アカザ，ドンコ，ルリヨシノ
ボリ，オオヨシノボリ

●ミズミミズ
科，モンカゲロ
ウ，ミズムシ

山地

河川利用

水
環
境
・
水
利
用

水質

土地利用
法規則

（重要種等）

河道改修

周辺地形

セグメント

河床材料

植
物

動
物

植生

（重要種等）

底生動物

（重要種等）

河川区分

観光・景勝地等

社
会
環
境

地域住民の活動等

ダム下上流域

●シロハラコカゲロウ，ナミ
コガタシマトビケラ，アシマダ
ラブユ属，ヤマトカワゲラ，ヒ
ラテテナガエビ　等

山地

山地

宅地と農地が混在

宅地と農地が混在

●オイカワ，カワムツ，
アユ，

カワヨシノボリ　等

○貯留地ダムサイト（表層）　0.9mg/l（近年
21カ年平均（平成6年～平成26年）)

○広川ダム　河川類型Ａ、湖沼類型A・Ｖ
（河川類型Ａ：ＢＯＤ2mg/L以下）

●ナミヒラタカ
ゲロウ，コガタ
シマトビケラ

●ギギ、アカ
ザ、ルリヨシノ

ボリ

●カルガモ，ホオジロ，カケス，
ヤマガラ，シジュウカラ

●エナガ，ヤマガラ，シジュウカラ

●ドジョウ

巨石、大礫と露岩

山間地

Seg.M

直線と蛇行の連続区間

●アユ、カワ
ムツ、オイカ
ワ、カワヨシノ
ボリ

●オイカワ、カ
ワムツ、カワヨ
シノボリ　等

ダム湛水域

10m-20m 30m-90m

●カワムツ、オ
イカワ、
ブルーギル

タ
キ
ノ
頭
首
工

滝
山
橋

滝
原
温
泉
橋

滝
原
橋

田
中
井
堰

小
鶴
谷
川

留
木
橋

広川ダム

ススキ

常緑広葉樹林 常緑・落葉広葉樹林

広川ダム

右
岸

左
岸

常緑・落葉広葉樹林・スギ・ヒノキ植林

ススキ・ヤナギタデ ススキ

ヤナギ林

広川町 人口7300人

室
川

小鶴谷川

田中井堰

室川

タキノ頭首工

【構造物凡例】

橋

(

可
動)

(

固
定)

床
固
め

鉄
道

堰
・
頭
首
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河川区分検討シート ②－Ｃ
広川水系

←下流 上流→
15.0 15.5 16.0 16.5 17.0 17.5 18.0 18.5　km

→

↑ ↑ ↑

類型指定 ○広川ダム　河川類型Ａ、湖沼類型A・Ｖ　（環境基準Ａ類型：ＢＯＤ2mg/L以下）

BOD ○貯留地ダムサイト（表層）　0.9mg/l（近年21カ年平均（平成6年～平成26年）

右岸

左岸

右岸
左岸

●ゲンジボタル保全および鑑賞

勾配

30m-90m

　　　（水面幅） 30m-90m 3m-10m

セグメント

河床材料

山間地

河道状況

河川区分 ダム湖

観光・景勝地等

鳥類、爬虫類
両生類、昆虫等

（重要種等）

社
会
環
境

土地利用
法規則

河川利用

地域住民の活動等

自
然
環
境

水質

取排水

（重要種等）

動
物

（重要種等）

底生動物

植生

（重要種等）

植
物

距離標

略

図

河
川
特
性

周辺地形

魚介類

川幅（河道幅）

水
環
境
・
水
利
用

水量

河道改修

Seg.M

5m-15m

ダム湛水域

●広川ダム公園（桜、散策道）

●
アユ、カワムツ、オイカ
ワ、カワヨシノボリ

●
ギギ、アカザ、ルリヨ

シノボリ

蛇行が激しい区間

●
ギギ、アカザ、
ルリヨシノボリ

●
アユ、カワムツ、オイカ
ワ、カワヨシノボリ

●
カワニナ，ナミヒラタカゲロウ，

コガタシマトビケラ，ニンギョウトビケラ，
ユスリカ亜科

●カワニナ，
ナミヒラタカゲロウ，エルモン

ヒラタカゲロウ

ダム上山間地

巨石、大礫と露岩

山地

山地

●エナガ，ヤマガラ，
シジュウカラ

●キビタキ

広川ダム

常緑・
落葉広葉樹林

広川ダム

右
岸

左
岸

ヤナギ林

西
頭
首
工

平
瀬
橋

坂
字
不
動
橋堰 堰

支
川

支
川

ほ
た
る
橋

公園
堰 堰 堰

支
川

宮
坂
頭
首
工

窪
宇
頭
首
工

堰 堰
支
川

町
道

町
道

生
活
道

生
活
道

公園

常緑・落葉広葉樹林・スギ・ヒノキ植林

ススキ ツルヨシススキ

メダケ

ススキ・ツルヨシ

広川町 人口7300人

堰

支川

堰

支川

堰 堰 堰

支川

西頭首工

宮坂頭首工支川

窪宇

頭首工
堰 堰

【構造物凡例】

橋

(

可
動)

(

固
定)

床
固
め

鉄
道

堰
・
頭
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河川区分検討シート ②－Ｃ
広川水系

←下流 上流→
18 18.0 18.5 19.0 20 20.0 21 21.0 22 22.0 km

→

↑ ↑ ↑ ↑

類型指定

BOD

右岸

左岸

●牛滝不動明王
右岸
左岸

地域住民の活動等

勾配

　　　（水面幅） 3m-10m

山間地

Seg.M

距離標

●オオルリ

川幅（河道幅）

土地利用
法規則

山地

水量

取排水

水質

●青少年の家

（重要種等）

動
物

（重要種等）

水
環
境
・
水
利
用

植
物

植生

魚介類

山地

底生動物

社
会
環
境

河
川
特
性

巨石、大礫と露岩

5m-15m

（重要種等）

●ヤマガラ，エナガ，シジュウカラ

周辺地形

セグメント

河床材料

河道状況

ダム上山間地河川区分

河川利用

自
然
環
境

観光・景勝地等

略

図

蛇行が激しい区間

鳥類、爬虫類
両生類、昆虫

等

河道改修

（重要種等）

西
頭
首
工

支
川

宮
坂
首
工

窪
宇
頭
首
工

堰 堰

寺
川
頭
首
工 堰 堰

支
堰

前
垣
内
頭
首
工

堰

屋
五
郎
頭
首
工

支
川

堰 堰

支
川

町
道

町
道

生
活
道町

道

生
活
道

生
活
道

生
活
道

生
活

支
川

町
道

右
岸

左
岸

常緑・落葉広葉樹・スギ・ヒノキ

ススキ・ツルヨシ

メダケ竹林・スギ・ヒノキ植林・常緑広葉樹林

ススキ・ツルヨシ

メダケ

ツルヨシ

広川町 人口7300人

寺川
頭首工西頭首

宮坂頭首工支川

窪宇
頭首工

堰 堰 堰 堰

支川

堰 前垣内

頭首工

支川

堰 屋五郎頭首工

支川

堰 堰

支川

【構造物凡例】

橋

(

可
動)

(

固
床
固
め

鉄
道

堰
・
頭
首
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環境区分と生物の関連シート ②－Ｄ
広川水系

代表的な群落 主な植物 利用状況

河道内
植生

草地 ヨシ群落
ツルヨシ群落

ヨシ
ツルヨシ

・汽水域の水辺にはヨシが生育し、淡水域水辺にはツルヨシが生育する。
・冬鳥のカルガモ、オカヨシガモ、ヒドリガモ等カモ類はヨシ帯を隠れ家として、利
用している。

河原 カワヂシャ（NT,県NT） ・水際の裸地にはカワヂシャが生育する。
・サギ類、イソシギは、採餌、休息場として利用する。
・留鳥のイソヒヨドリは、沿岸部や大きな池、ダムなどを住処とし、甲殻類や昆虫
類を捕食する。

河道内
植生

草地 ツルヨシ群落 ツルヨシ ・水辺にはツルヨシが生育する。
・カモ類はツルヨシ等の水際の草地を隠れ場所として利用している。
・ホオジロは水辺付近の草地で植物の種子や、生息する昆虫類を餌とする。
・冬鳥のビンズイ（越冬地として利用）は、地上を歩いて、昆虫類、草や木の実を
採食する。

河原 カワヂシャ（NT,県NT） ・水際の裸地にはカワヂシャが生育する。
・サギ類は採餌、休息場として河原を利用する。

樹林地 タケ類
アカメガシワ

・留鳥のカワセミは、水辺の樹木や橋上等の高いところから川へダイビングし魚
を捕える。

アカメガシワ林
アラカシ林
竹林

アカメガシワ
エノキ
アラカシ
マダケ

・サギ類は休憩場所として河畔林を利用する。

河道内
植生

草地 ツルヨシ群落
ススキ群落

ツルヨシ
ススキ
イ
ミゾソバ

・水際にはツルヨシ、イ、ミゾソバ等が生育する。
・ホオジロ（留鳥）、アオジ（越冬地として利用）などの小鳥は水辺付近の草地で
植物の種子や、生息する昆虫類を餌とする。
・ハヤブサ等の猛禽類は、草地を利用するホオジロ等の小鳥を餌とする。

アラカシ林
アカメガシワ林

アラカシ
アカメガシワ
アキニレ
メダケ

・留鳥のカケスはシイ・カシ等の林を好み、樹上や、地上で採餌する。
・常緑・落葉広葉樹からなる河畔林では、ヤマガラ、シジュウカラなどの森林性の
鳥類が生息している。

・留鳥のカワガラスは、水生昆虫を餌とし、渓流域に依存した種であり、滝の裏の
岩の隙間、橋下の隙間などに巣をつくる。

（
1
4
.0
～
1
5
.2
km
区

間
）

ダ
ム
湖

アラカシ林
アカメガシワ林

アラカシ
アカメガシワ

・常緑・落葉広葉樹からなる河畔林では、エナガ、ヤマガラ、シジュウカラなどの
森林性の鳥類が生息している。
・エナガは山地の樹林に生息し、枝先の昆虫類、クモ類、木の実を採食する。
・夏鳥のキビタキは、広葉樹林を好み、繁殖期には主に昆虫類を捕食する。

河道内
植生

草地 ツルヨシ群落
ススキ群落

ツルヨシ
ススキ

スギ・ヒノキ植林
アラカシ林

スギ・ヒノキ
アラカシ

・常緑・落葉広葉樹からなる河畔林では、エナガ、ヤマガラ、シジュウカラなどの
森林性の鳥類が生息している。
・エナガは山地の樹林に生息し、枝先の昆虫類、クモ類、木の実を採食する。
・夏鳥のオオルリは、渓流沿いの岩壁や土壁のくぼみなどで繁殖し、昆虫類やク
モ類を捕食する。

※（）内については、重要な種としてのカテゴリー区分を示す。カテゴリー区分についてはP72を参照。

中
流
域

河畔林

（
1
5
.2
～
2
2
.0
km
区

間
）

ダ
ム
上
山
間
地

河畔林

陸域（水際～堤防法面)
環境区分

（
河
口
～
0
.9
km
区
間
）

下
流
域

河畔林

ダ
ム
下
上
流
域

河畔林

露岩地

（
1
1
.0
～
1
4
.0
km
区
間
）

（
0
.9
～
1
1
.0
km
区
間
）
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環境区分と生物の関連シート ②－Ｄ
広川水系

注目種 利用状況

ミサゴ（NT,近2繁・冬，県NT）
オオバン（近3繁）

・ミサゴは、河川の下流部で水面上を停空飛行して、魚類を捕食する。
・オオバンは広い水面上を泳いでいることが多く、水草の根や葉、昆虫類を食べる。

干潟 ヨシ ・海岸の背後の高まりにはヨシをはじめとした塩生植物が生育する湿地が広がる。

フトヘタナリガイ（NT,海岸NT）
ハマガニ（海岸NT）
ユビアカベンケイガニ（海岸NT）
ハバヒロコツブムシ
ウミニナ（NT,海岸NT）
ヘナタリガイ（NT,海岸NT）
ミヤコドリガイ（NT,海岸NT）
シラギクガイ（NT,海岸NT）
ウネシマトヤマガイ（NT）
ハクセンシオマネキ（VU,海岸NT）
等

・ヨシ原では、ハマガニ、ユビアカベンケイガニが生息する。また、フトヘナタリガイが生息
し、砂やヨシの茎に付着している藻類を食べる。
・砂礫地では、転石の表面や下にハバヒロコツブムシ、ミヤコドリガイ、シラギクガイ等の貝
類が付着する。低潮帯付近にはウネナシトマヤガイ、低潮帯から中潮帯付近にはウミニ
ナ、ヘナタリガイ、中潮帯から高潮帯付近ではハクセンシオマネキ、高潮帯付近ではフト
ヘナタリガイが生息する。

オカヨシガモ
ヒドリガモ
カルガモ
イソシギ（近2繁）

・シギ類、カモ類が、干潟やヨシ原を採餌場として利用している。
・カモ類は水面を漂う植物質のものを採餌する。
・イソシギは河口の砂浜などを繁殖場所とし、浅い水辺を歩いて、水生昆虫や魚類などを
採食する。

中
流
域

淡水域 瀬 アユ
オイカワ
シマヨシノボリ
ルリヨシノボリ（NT,県NT）
シマヒレヨシノボリ（NT,県SI）

・礫の多い瀬にはアユ、アカザ、シマヨシノボリなどが生息しており、付着藻類や水生昆虫
などを食べる。

フタバコカゲロウ
ナミコガタシマトビケラ

・礫底にカゲロウ類、トビケラ類の幼虫が生息し、付着藻類を食べる。ナミコガタシマトビケ
ラは石の表面に砂粒で巣をつくって生活する。

淵 カワムツ
ギギ（NT，県NT）

・カワムツは淵等の流れが緩やかなところに生息する。
・ギギは流れが緩やかな淵に生息し、主に夜間に活動する。雑食性だが主に底生動物や
小魚を食べる。

湛水域 コイ ・コイは付着藻類や底生動物などを摂食する。

ワンド，淀み オイカワ（稚魚）
ドジョウ（DD，県NT）
ゲンゴロウブナ

・ワンドや淀みは、多数のオイカワの稚魚が捕食者からの隠れ場、出水時の避難場として
利用している。
・水草が繁茂するところは、ゲンゴロウブナやドジョウが生息し、産卵場所として利用してい
る。

ミゾレヌマエビ
ギンヤンマ
シオカラトンボ

・雑草が茂ったりする緩やかな河岸にはミゾレヌマエビが生息する。
・水際の草はギンヤンマ、シオカラトンボの産卵基質となる。幼虫は流れの緩やかな砂泥
底の凹みや、河岸の植物の際などに潜んだりして生活する。また、肉食性で、水生昆虫や
小魚を捕食する。

ボラ
アユ
ヒナハゼ
チチブ
タネハゼ
シロウオ（VU，県VU）
イドミミズハゼ（NT,県VU）
スジエビモドキ

環境区分

※（）内については、重要な種としてのカテゴリー区分を示す。カテゴリー区分についてはP72を参照。

・海水魚であるボラ10～1月頃外海で産卵する。稚魚は河口や河川で群れになって生活
し、付着藻類やデトリタスを食べる。
・アユは秋季に降下し、春には遡上してきた稚魚が河口付近で群れている。
・ハゼ類は、周年汽水域で生息する。川の下流や潮間帯の転石などに見られ、ヨコエビ類
やゴカイ類、藻類などを採餌する。
・シロウオは、沿岸の藻場に生息し、ヨコエビ類等の小型動物プランクトンを食べる。2月～
4月に産卵のため河川に遡上し、伏流水が湧き出る環境において石の下で営巣・産卵す
る。
・感潮区間の上流側の淡水が多く混ざるところでは、イドミミズハゼが生息しており、湧水
環境を好む。
・スジエビ類は、潮下帯転石下に生息し、ミジンコ類、水生植物、魚の死体などを食べる。

（
0
.9
～
1
1
.0
km
区
間
）

（
河
口
～
0
.9
km
区
間
）

下
流
域

汽水域 水域

水域
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環境区分と生物の関連シート ②－Ｄ
広川水系

注目種 利用状況

淡水域 瀬 カワヨシノボリ
アカザ（VU，県VU）
ルリヨシノボリ（NT,県NT）
オオヨシノボリ（NT,県NT）

・礫の多い瀬にはアユ、アカザ、シマヨシノボリ、ルリヨシノボリ、オオヨシノボリが生息して
おり、付着藻類や水生昆虫などを食べる。

シロハラコカゲロウ
ヤマトカワゲラ
カミムラカワゲラ属
ヒラテテナガエビ
イシマキガイ

・礫底にはカゲロウ類、カワゲラ類の幼虫が生息し、付着藻類を食べる。
・渓流域に特徴的なヤマトカワゲラ、カミムラカワゲラ属などカワゲラ目の種が多く生息す
る。
・汽水域と上流を行き来する種である、ヒラテテナガエビ、イシマキガイなどが礫の間に生
息している。

淵 ギギ（NT，県NT）
アユ
カワムツ
ドンコ（県NT）

・ギギは流れが緩やかな淵に生息し、主に夜間に活動する。雑食性だが主に底生動物や
小魚を食べる。
・アユは流れの緩やかな淵で休息する。
・カワムツは淵等の流れが緩やかなところに生息する。
・ドンコは淵に生息し、砂底や礫底を好む。肉食性で、カワムツ類、ハゼ類、甲殻類などを
大きな口で捕食する。

コオニヤンマ
モンカゲロウ
カワニナ

・淵尻やワンドの底の落ち葉溜まりにはコオニヤンマが生息し、落ち葉などを餌とする。
・川底の砂地にはモンカゲロウが生息する。
・カワニナは、川の淀み、淵などの礫の裏側に付着して生活する。中流域から上流域に分
布するゲンジボタルの餌となる。

ダ
ム
湖

淡水域 湛水域
（ダム湖）

カワムツ
オイカワ
ブルーギル

・ダム湖の水際植生周辺ではカワムツ、オイカワが、深みにはブルーギルなどが生息す
る。

ミズミミズ科
モンカゲロウ
ミズムシ

・ダム湛水域では、止水を好むミズミミズ科、モンカゲロウ、ミズムシなどが多く生息する。

瀬 アユ
オイカワ
アカザ（VU，県VU）
カワヨシノボリ
ルリヨシノボリ（NT,県NT）

・礫の多い瀬にはアユ、アカザ、ルリヨシノボリなどが生息しており、付着藻類や水生昆虫
などを食べる。

淵 カワムツ ・カワムツは淵等の流れが緩やかなところに生息する。

ダ
ム
下
上
流
域

※（）内については、重要な種としてのカテゴリー区分を示す。カテゴリー区分についてはP72を参照。

（
1
5
.2
～
2
2
.0
km
区
間
）

ダ
ム
上
山
間
地

淡水域

（
1
1
.0
～
1
4
.0
km
区
間
）

（
1
4
.0
～
1
5
.2
km
区
間
）

環境区分

水域
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環境区分と生物の関連シート ②-D
広川水系

名称等 ランク

特別天然記念物：特天
天然記念物：天然

絶滅の恐れのある野生動植物の種の保
存に関する法律（環境庁，1992）

国内希少野生動植物種：国内

絶滅：EX
野生絶滅：EW
絶滅危惧I類：CR+EN
絶滅危惧IA類：CR
絶滅危惧IB類：EN
絶滅危惧II類：VU
準絶滅危惧：NT
情報不足：DD
絶滅のおそれのある地域個体群：LP
絶滅：県EX
絶滅危惧I類：県CR+EN
絶滅危惧IA類：県CR
絶滅危惧IB類：県EN
絶滅危惧II類：県VU
準絶滅危惧：県NT
情報不足：県DD
学術的重要：県SI
絶滅：海岸EX
絶滅危惧I類：海岸CR+EN
絶滅危惧IA類：海岸CR
絶滅危惧IB類：海岸EN
絶滅危惧II類：海岸VU
準絶滅危惧：海岸NT
情報不足：海岸DD
絶滅のおそれのある地域個体群：海岸LP

近畿地区 鳥類レッドデータブック
－ 絶滅危惧種判定システムの開発
（山岸哲監修，平成14年）において、
指定されている種

危機的絶滅危惧：ランク1

絶滅危惧：ランク2
※近畿全体（近）の評価と和歌山県
（和）の評価を分けて記入

準絶滅危惧：ランク3

要注目種：ランク4
(ランク4のうち、要注目に該当するもの
のみ記載)
なお、それぞれのランクで繁殖個体群
（繁）、越冬個体群（冬）、夏期滞在型
個体群(夏)、通過個体群（通）を指定

鳥類

文化財保護法（文化庁，1950）

保全上重要なわかやまの自然―和歌山
県レッドデータブック―（2012改訂

版）

〈重要な種の選定基準〉

底生生物

干潟の絶滅危惧動物図鑑-海岸ベント
スのレッドデータブック-」(2012、日
本ベントス学会編)

共通

環境省レッドリスト2015（環境省報道
発表．平成27年9月15日）において、
指定されている種

環境省レッドリスト2015（環境省報道
発表．平成27年9月15日）において、
指定されている種
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平成6年度水辺の文化づくり調査 魚類・植物

平成7年度広川ダム生物調査 魚類・底生動物・植物

平成13年度シロウオ調査 魚類

平成27年度広川水系河川環境調査 魚類・底生動物・植物

鳥類（ラインセンサス調査）

鳥類（定点調査）

植生調査・河道形状調査

凡例 河川

河川区分

広域図位置（数字は図番号）

区間図位置（数字は図番号）

凡例

1

1

環境情報図（全体図）
②－E

広川水系
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河川整備基本方針（河川整備計画）検討シート ③－Ａ
広川水系

感潮区間、堤内地には宅地、市街
地が広がる

集落が点在する谷底平野～扇状地
区間

ダム下流の山間地～扇状地区間 ダム湖 ダム上流の山間地を流れる渓流区
間

下流域（-0.5～0.9km） 中流域（1.6～11.0km） ダム下上流域（11.0～14.0km） ダム湖（14.0～15.2km) ダム上山間地（15.2～22.0km)

・汽水性の動植物の生息・生育場と
なっているヨシ原と干潟、シロウオ産
卵場の保全に務める。

・河畔林、水辺の樹木、河原、草地
の保全。
・水辺の裸地に特徴的なカワヂシャ
生育立地の保全。
・縦断方向の生物移動の連続性を
確保。
・水辺のエコトーンの創出。
・河川工事に伴う濁水の発生、流入
防止。
・ゲンジボタルの生息場の保全。

・河畔林、河原、草本群落の保全。
・縦断方向の生物の連続性を確
保。
・多様な魚類、底生動物の生息場
となるメリハリある流れの保全。
・ゲンジボタルの幼虫の生息場の
保全。

・外来種の増加を抑制。
・水質悪化の保全。

・川沿いの河畔林など縦断的連続
性の保全。
・ゲンジボタルの幼虫の生息場の保
全。
・多様な魚類、底生動物の生息場と
なっている瀬淵等のメリハリのある流
れ場の保全。

治水

利水

基本的な方針
　　（目標）

環境

・定期的な砂州の掘削で、河口域の
ヨシ原・干潟環境、ならびにシロウオ
産卵環境を保全、創出する。
・河川改修に際しては，ヨシ原と干
潟の保全･創出に配慮する。
・砂州の掘削によりワンドを整備し、
シロウオ産卵環境（湧水）を創出す
る。
・シロウオ遡上・産卵期（2月末～4
月末）における濁水の防止に努め
る。
・砂州の切下げにより、出水時の流
れの外岸集中、河床低下を緩和し、
塩水くさびの遡上に伴うシロウオ産
卵場環境の変化（産卵期のシロウオ
が伏流水の湧く産卵適地を越えて
遡上することへの心配）を抑える。
・護岸整備では、シロウオ、イドミミズ
ハゼなどの湧水を好む魚類に配慮
し伏流水の水脈を分断しない工法
を取り入れる。
・川に近づきやすくするための階段
工を設置するなど、地域によるシロ
ウオの保全活動を支援する。
・瀬・淵が連続する緩急のある流れ
を確保し、アユの降河と遡上、生息
場の保全に努める。

・河道内樹林、河原の草本群落を維
持する。
・魚道整備し、縦断方向の連続性を
確保する。
・河川工事に伴う濁水の発生、流入
を防止する。
・砂州の掘削によって、緩勾配な水
際地形、エコトーンを創出する。
・河道掘削で発生した巨石、大礫を
河道に残して、多様な流れ場を保
全する。
・大きい石を水衝部や、横断工作物
の下流河岸に寄せて置き、生物移
動経路（魚道）として活用する。
・親水整備、地元主体のホタル保全
活動を推進・支援する。

・流水部周辺の河畔林、河原の草
本群落の保全に努める。
・魚道整備し、縦断方向の連続性
を確保する。
・河道掘削で発生した巨石、大礫を
河道に残して、多様な流れ場を保
全する。
・また、巨石を堰直下の河岸に寄せ
て置き、魚道材料等として利用す
る。
・親水整備、地元主体のホタル保
全活動を推進・支援する。

・外来種の増加を抑制する。
・水質悪化の防止に努める。

・周辺の河畔林、河原の草本群落
の保全に努める。
・親水整備、地元主体のホタル保全
活動を推進・支援する。
・河道掘削で発生した巨石、大礫を
河道に残して、多様な流れ場を保
全する。

治水

・（シロウオ産卵環境周辺における）
定期的な掘削、砂州の切下げで、
流下能力の改善を図る。

・河道掘削では、大きい石を水衝部
に置いて根固め・水制として河岸を
防護する。
・定期的な掘削、砂州の切下げで、
流下能力の改善を図る。

・大きい石を水衝部や、横断工作
物の下流河岸に寄せて置き、河岸
防護する。

・河道掘削では、大きい石を水衝部
に残して置いて根固め・水制として
河岸を防護する。

利水

河川の区域分けとその理
由

区　域

河川環境の特徴

・広川町、湯浅町の市街地を貫入。
・広川河口から約0.6kmが汽水域、
約0.9kmの源五郎橋までが感潮域と
なっている。
・昭和23年頃まで、現在の広中橋か
ら新広橋までの区間の内岸に沿っ
て二次流路が存在していたが、堆
砂により消失した。
・汽水域にはヨシ原が分布し、その
上流部の砂州にはツルヨシやクズ、
セイタカアワダチソウ等の草本群落
が分布する。
・水際付近には重要種カワヂシャの
生育が確認されている
・ヨシやツルヨシ群落は、川の原風
景をなしている。
・汽水域ではボラ、ヒナハゼ、等の
魚類が生息し、上流部の淡水域で
はオイカワ、アユ、カワムツ等が見ら
れる。
・アユは秋季に降下し、春には遡上
してきた稚魚が河口付近で群れて
いる。
・汽水域の浅瀬では湧水が確認さ
れており、重要種のシロウオが産卵
場として利用している。
・近年シロウオ産卵場周辺では主流
線に沿って河床が低下し、アオノリ
類の生育範囲が増えつつある。地
元では海水遡上に伴うシオウオ産
卵環境の変化が懸念されている。
・源五郎井堰の上流と下流には、湧
水を好むイドミミズハゼが生息して
いる。
・ヨシ原および周辺の砂礫地には、
エビ・カニ類、マキガイ類が多く生息
する。重要種として、ヨシ原ではフト
ヘナタリガイ、ハマガニ、ユビアカベ
ンケイガニが、砂礫地ではウミニナ、
フトヘナタリガイ、シラギク、ハクセン
シオマネキが生息している。
・シギ類、カモ類が、干潟やヨシ原を
採餌場として利用している。
・毎年３月のシロウオ祭り、町民によ
るシロウオ生息場の保全活動など、
川との触れ合いや地域の交流の
場、地域資源涵養の場として機能し
ている。
・水質の環境基準点（新広橋）で
は、環境基準j河川類型A類型
（BOD2mg/L）を概ね満たしている。

・沿川にはみかん畑、田などが広が
る。
・山地から平野に至る谷底平野区間
で、緩やかに蛇行して交互砂州が
発達し、礫河原が形成されている。
一部の河床は露岩地となっている。
・堰が点在し、湛水区間は全幅が水
面となっており景観的な魅力が小さ
い。
・河川の片岸が道路になっている区
間が多い。
・地元住民から、過去30～40年で河
道が複断面化して河岸が切り立ち、
水辺の水位変動域の河原、裸地が
減少したと指摘される。
・ラバー堰が設置されたことでアユ
の遡上が制限されて、上流での捕
獲量が減少したと指摘される。
・砂州上にはツルヨシ群落が分布
し、川の原風景をなしており、鳥類
の避難場・採餌場としても機能して
いる。
一部の自然河岸にはアラカシ林や
竹林等の樹林が分布する。
・オイカワとアユが優占しており、淵
やワンドではシマヒレヨシノボリ、重
要種のドジョウやギギが生息してい
る。
・礫底にカゲロウ類、トビケラ類の幼
虫が生息し、付着藻類を食べる。
・水辺の植生帯はトンボ類の幼虫、
オイカワ、フナ類等の稚魚の避難
場・生息場となっている。
・水際付近には重要種のカワヂシャ
の生育が確認されている
・堰の湛水域ではサギ類、カモ類が
見られる。
・水辺の樹木をカワセミがとまり木と
して利用し、川に沿って飛翔し、採
餌する。
・新塚ノ原橋付近はゲンジボタルの
生息場となっており、近隣の津木中
学校による保全活動が行われ、鑑
賞の場となっている。
・熊野古道にまつわる、河瀬王子社
跡が残されている。

・広川ダムは治水・利水を目的とし、
昭和50年に運用に開始。
・ダム湖を囲む山地部には、アラカ
シやアカメガシワが優占する広葉樹
林が分布する。
・カワムツ、オイカワ、ヨシノボリ類の
他に、外来種のブルーギルの生息
が確認されている。
・ミズミミズ科、モンカゲロウ、ミズム
シ等の底生動物が生息する。
・河畔林では森林性のエナガ、ヤマ
ガラ、シジュウカラ、キビタキなどが
生息している。
・広川ダム公園の桜を目当てに花
見客が訪れる。
・水質の環境基準点（広川ダム放水
口、貯水池）では環境基準湖沼類
型A・V類型（BOD2mg/L）を概ね満
たしている（大腸菌群数は基準値を
超えることがある）。

・山間部を流れる渓流で、早瀬・淵
が連続して見られ、河床や河岸に
岩盤が露出し、河床には大礫が点
在する。
・河原ではススキやツルヨシ等の草
本群落が分布し、川の原風景をなし
ている。
周辺の山地は、スギ・ヒノキの針葉
樹林（植林）やシイ・カシ林が分布す
る。
・アユ、カワムツの他、重要種のギ
ギ、アカザ、ルリヨシノボリ等の魚類
の生息が確認されている。
・川沿いには河畔林が連続的に分
布し、森林性のヤマガラ、エナガ、
シジュウカラが確認されている。
・岩淵地区付近はゲンジボタルの生
息場となっており、近隣の津木中学
校による保全活動が行われており、
鑑賞の場となっている。

河川環境として
目指すべき方向性

目指すべき方向
性

↓総合的勘案↓

・山間部を穿入蛇行して流れ、早
瀬、平瀬、淵が交互に現れ、河床
には礫及び巨石が分布し、一部は
露岩地となっている。
・沿川には主に山地と田畑がある。
・河原にはススキやツルヨシ等の草
本群落が分布する。
山付き部ではアラカシ林やメダケ林
等の河畔林が分布する。
・アユ、カワムツが優占しており、淵
ではドンコ、瀬では重要種のアカ
ザ、オオヨシノボリ、ルリヨシノボリが
生息されている。
・瀬の礫間・礫底にはカゲロウ類、
カワゲラ類の幼虫が生息し、付着
藻類を食べる。また、渓流域に特徴
的なヤマトカワゲラ、カミムラカワゲ
ラ属などカワゲラ目の種が多く生息
する。
・汽水域と上流を行き来する種であ
る、ヒラテテナガエビ、イシマキガ
イ、モクズガニなどが礫の間に生息
している。
・淵底ではカワニナ、コオニヤンマ、
モンカゲロウ等の底生動物が生息
している。
・河道内の草地にはホオジロ、アオ
ジ等が生息し、河畔林では森林性
のヤマガラ、シジュウカラが生息し
ている。
・露岩地では渓流に依存した、重
要種のカワガラスも生息する。
・落合、滝原温泉付近はゲンジボタ
ルの生息場となっており、近隣の津
木中学校による保全活動が行われ
ており、鑑賞の場となっている。

１０６
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